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１．はじめに  

 みやぎ心のケアセンターが実質的に開設の準備を開始した 2011 年 11 月に、アルコール

の関連問題の専門性を活かした支援を担うために、東北会病院から３名の職員がみやぎ心

のケアセンター非常勤職員として任命された。

被災後のアルコール関連問題は早晩支援の重要な課題になってくることは予想され、み

やぎ心のケアセンターと東北会病院の共働はこうしてはじめられた。

 東北会病院としては、被災後３か月目の 2011 年６月から沿岸部の津波被災地の保健行

政機関を回り、久里浜医療センター（旧久里浜アルコール症センター）との連携で災害時

のアルコール問題啓発チラシを配りながら状況調査をはじめた。

 アルコール依存症の専門病院としてどんな被災地支援ができるのか、暗中模索の状況で

あった。

２．東北会病院の災害支援

 これまでの東北会病院の災害支援活動は 2012 年４月以降みやぎ心のケアセンターとの

連携を中心に行われてきた。

震災直後から 2013 年３月までの２年間の活動実績を月別支援件数で示したものが図１

である。支援関連で出向いた回数をカウントしたものであり、総支援件数は 299 件となる。

 

図１ 月別活動支援件数

図２は出向いた地域別支援件数のグラフである。南三陸は 2011 年６月から定期的支援

を開始し、最も長期に継続している地域である。次いで地元仙台は太白区及びパーソナル

サポートセンター（仙台市から仮設住宅住民等の支援を委託されている NPO）との連携に

よる支援が継続している。定期継続支援では東松島市でのアルコール問題を抱えた被災者
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個別支援も大きな実績件数になっている。

図２  地域別支援件数

支援種類別件数を表したのが図３であり、図４は支援種類別の率を円グラフで示した。

先述した東松島市での実績が反映し、被災者個別相談訪問が最多となっている。ネットワ

ーク活動とは各支援を具体化するにあたり地域との協議や支援者間の関係構築のための活

動であり、アルコール問題における地域対応にはこうした顔の見えるネットワーク活動は

欠かせない。東北会病院ではアルコール関連問題の災害支援を１次から３次予防まで支援

者支援を柱にした方針を決め、毎週１回災害支援会議と被災地事例検討を継続している。

図３  支援種類別件数
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